
「緊急行動計画を踏まえた今後5カ年の取組方針」についての意見
協議会構成員より、令和２年度までの５年間において実施してきた取組等について、報告いただいた。
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日 時：令和３年６月１５日（火） １０：００～１１：２０
会 場：プラサ ヴェルデ ３０１会議室
出 席：御殿場副市長※、裾野市長※、伊豆市長※、伊豆の国市長、函南町長、清水町長、

長泉町長※、小山町長、駿東伊豆消防本部消防長、富士山南東消防本部消防長※、
御殿場市・小山町広域行政組合消防本部消防長、静岡県警察本部災害対策課長補佐※、
伊豆箱根鉄道株式会社鉄道部長、静岡地方気象台長※、沼津河川国道事務所長、
静岡県危機管理部危機管理監代理兼危機報道官、東部地域局技監兼危機管理課長、
静岡県交通基盤部河川砂防局長、沼津土木事務所長、
静岡県健康福祉部政策管理局長※、中部運輸局鉄道部安全指導課長※

議 事 ○静岡県東部地域大規模氾濫減災協議会 規約（案）の改訂について
○令和２年度の取り組みについて（減災のための目標・重点取組事項）
○緊急行動計画を踏まえた５カ年の取組方針について
○今後の進め方について

令和３年度 静岡県東部地域大規模氾濫減災協議会 概要（１/４）

静岡県東部地域では、想定最大規模降雨による災害の軽減に資するハード・ソフトの取組を総合的かつ一体的に推進するた
め、国、県、関係市町等が連携し「静岡県東部地域大規模氾濫減災協議会」を設置している。「水防災意識社会再構築ビジョン」
に基づく狩野川流域の取組方針が令和２年度最終年度となっていることから、今回の減災協議会では、令和２年度までに各構成
員が実施している減災にかかる取組状況の振り返り、今後５カ年の取組方針のスケジュールについて情報共有した。

沼津河川国道事務所

協議会開催状況

「※」付：
Web参加者

ハザードマップを活用した自主防災会との連携推進／毎年６月の「全国土砂災害防止月間」におけるモ
デル地区での浸水害・土砂災害を想定した訓練の実施／市職員と市民一人ひとりの顔の見える関係構
築を通した市内86行政地区における地区防災計画の策定

過去の災害履歴及びハザードマップを含めた統合型の防災マップの作成と全戸配布／ジュニア防災士
養成講座の開催／自主防災会・婦人会などを対象とした防災出前講座の実施／自主防災会の防災部
長・防災リーダーを対象とした水防訓練の実施

御殿場副市長

裾野市長
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令和３年度 静岡県東部地域大規模氾濫減災協議会 概要（２/４）
沼津河川国道事務所

国土交通省や静岡県・気象台とのホットラインの構築／
避難勧告型タイムラインの策定、ライン（アプリ）での災害情報の配信開始／
準用河川・普通河川の堆積土砂撤去・樹木伐採による河川の流下能力の保全

効果的な地区にピンポイントでの避難情報の発令方法の検討／
有事の際にどこが通れないのかなど適切な情報提供体制等の検討の推進

伊豆市長

伊豆の国市長

要配慮者利用施設内での早期避難の訓練として、施設と町が一体となった避難の誘導・避難所の開設
訓練の実施／町内会、小・中学校を対象とした出前講座の実施／河川水位・雨量情報や監視カメラの
情報を住民へ提供するため、ケーブルテレビとの「河川などの情報の相互協定に関する協定」の締結

函南町長

風水害タイムラインの策定による水防体制強化／
ハザードマップの更新や内水ハザードマップの作成、防災ハンドブックの全戸配布／防災講座の開催／
町内全ての要配慮者利用施設における避難確保計画の作成完了

ICT等を活用した洪水情報の提供の取組の一環として、同法無線のデジタル化整備／
防災メール、ツイッター、ライン（アプリ）と連携した洪水情報の提供／
河川の状況を住民にいち早く情報提供するための監視カメラの設置

清水町長

長泉町長

水防計画書の全面的な改正、水害時の情報伝達網図の策定／町内５施設の要配慮者利用施設との
意見交換会の実施／洪水ハザードマップの作成と全戸配布／ジュニア防災士養成講座の開催／
土砂災害防止を目的とした住民避難訓練の実施

小山町長
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令和３年度 静岡県東部地域大規模氾濫減災協議会 概要（３/４）
沼津河川国道事務所

構成市町・消防団との日頃から顔の見える関係構築／必要な資機材の整備／
消防団との合同訓練の実施

情報共有や有事における各機関の役割等の配備体制を検討する会議の開催／
消防団との合同訓練の実施／救命ボート・救命具の整備

駿東伊豆消防本部消防長

富士山南東消防本部消防長

関係機関との会議の開催／消防団との合同訓練の実施／必要な資機材の整備

御殿場市・小山町広域行政組合消防本部消防長

大雨による災害の危険度の高まりを伝える危険度分布「キキクル」の周知

各種訓練等への参加／水害発生の場合の市町へのリエゾン派遣の検討

静岡県警察本部災害対策課長補佐

気象庁静岡地方気象台長

狩野川における外水氾濫を防ぐ対策の推進／
減災・逃げ遅れゼロに向け、県と連携した総合力での、河川・道路をハイブリッドで捉えた取組の推進

沼津河川国道事務所長
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令和３年度 静岡県東部地域大規模氾濫減災協議会 概要（４/４）
沼津河川国道事務所

地域防災指導員に対するスキルアップ研修の実施／高校・企業に対する出前講座の実施

マイタイムライン作成のためのワークショップの手引きの作成・講習会の実施／
総合防災アプリ「静岡県防災」におけるプッシュ型通知機能のシステム化／
「わたしの避難計画づくり」を推進する住民ワークショップの実施推進

静岡県危機管理部危機管理監代理兼危機報道官

静岡県東部地域局技監兼危機管理課長

公表済の洪水浸水想定区域図に加えて、その他河川の浸水想定区域図の作成／災害リスクの現地表示推進
のため、県、静岡県屋外広告業界、電柱広告事業者の３者での協定締結／防災教育の一環として、県庁の見
学会・出前講座の実施／Youtube動画「事前に備える防災講座」の作成・ホームページでの公開

静岡県交通基盤部河川砂防局長

監査の中で防災管理体制、防災訓練の実施状況について確認・指導／
防災対策力向上を目的とした社会福祉施設に対する研修の実施／
「高齢者福祉施設における災害対応マニュアル（静岡県、平成22年）」の更新（毎年）

平成30年度から危機管理型水位計の管内29箇所における設置／河川整備・砂防施設の整備
管内市町長とのホットライン構築

静岡県沼津土木事務所長

静岡県健康福祉部政策管理局長

雨水貯留地の工事／洪水ハザードマップ・土砂災害ハザード
マップの更新／マイタイムライン作成支援に向けた検討

沼津市長 三島市長

以下の機関については、会議欠席のため、書面にて取組状況を報告をいただいた。

要配慮者利用施設の市内一斉避難訓練を実施
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